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まえが作成き

ほとんどの報告について企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのが作成電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのたちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのする温室効果ガス排出の報告についての報告についてで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのはなく、どこからか購入により生じる温室効果ガス排出の報告についてしています。しかし、企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのは、その報告について
購入により生じる温室効果ガス排出の報告についてした電力の報告について生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのにより生じる温室効果ガス排出の報告について生じる温室効果ガス排出の報告についてじる温室効果ガス排出の報告について炭素排出の報告について量をどのように算定（をどの報告についてように算定（  Carbon accounting  ）  している温室効果ガス排出の報告についての報告についてで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのしょう
か。また、カーボンフットプリントに関しては、こちらのリンクをご覧ください。して、企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのはどの報告についてように ス排出の報告についてコープ２の報告について排出の報告について量をどのように算定（  (Scope 2 emissions)Scope 2 emissions)  を算
定している温室効果ガス排出の報告についての報告についてで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのしょうか。

2015 年の１月に、発表されたの報告について１月に、発表された月に、発表されたに、発表されたされた温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についてプロトコルが作成この報告についてことに関しては、こちらのリンクをご覧ください。して詳しい情報に関しては、こちらのリンクをご覧ください。しく述べており、これがスコーべており生じる温室効果ガス排出の報告について、これが作成ス排出の報告についてコー
プ２ガイダンス排出の報告についてと呼ばれているものです。ばれている温室効果ガス排出の報告についてもの報告についてで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのす。

私たちは、たちは、温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についてプロトコル　ス排出の報告についてコープ２　ガイダンス排出の報告についての報告について主な内容を、ここに記載しました。な内容を、ここに記載しました。を、ここに記載しました。しました。

要求される２つの報告される温室効果ガス排出の報告について２つの報告について報告について

1) 企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのは位置情報数値(Scope 2 emissions)location-based number ロケーションベース排出の報告についてトナンバー)を報告についてする温室効果ガス排出の報告について必要が作成あり生じる温室効果ガス排出の報告について
ます。この報告について番号は、電力が消費される国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めは、電力が作成消費される国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めされる温室効果ガス排出の報告について国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めにおいて、電力生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのにより生じる温室効果ガス排出の報告について生じる温室効果ガス排出の報告についてじる温室効果ガス排出の報告について温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について排出の報告について量をどのように算定（に基づいて決めづいて決めめ
られます。位置情報数値は以下の情報を用いて計算します（の報告について情報を用いて計算します（いて計算します（a と b をかける温室効果ガス排出の報告について）。

a) 特定の報告について国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決め（消費される国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めを kWh で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その表されたす国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決め）における温室効果ガス排出の報告について企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そので生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのの報告について電気消費される国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決め量をどのように算定（。

b) その報告について国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めにおいて、1kWh の報告について電力で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その排出の報告についてされる温室効果ガス排出の報告について温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について排出の報告について量をどのように算定（。（国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めの報告について送配電シス排出の報告についてテムにおいてや、
国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決め際エネルギーエージェンシーの報告で分かる、電気の温室効果ガス排出の情報に基づく。）エネルギーエージェンシーの報告について報告についてで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのかる温室効果ガス排出の報告について、電気の報告について温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について排出の報告についての報告について情報に基づいて決めづく。）
※日本におけるにおける温室効果ガス排出の報告について 1kWh の報告について電力で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その排出の報告についてされる温室効果ガス排出の報告について温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について排出の報告について量をどのように算定（は、０.380～０.480kg/kWh

2) 追跡システムが使用可能な市場で活動している企業は、市場数値シス排出の報告についてテムが作成使用いて計算します（可能な市場で活動している企業は、市場数値な市場で活動している企業は、市場数値で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その活動している企業は、市場数値している温室効果ガス排出の報告について企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのは、市場で活動している企業は、市場数値数値 (Scope 2 emissions)market-based number)を報告についてす
る温室効果ガス排出の報告について必要が作成あり生じる温室効果ガス排出の報告についてます。企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのは、エネルギー生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その施設によってつくられる炭素排出量を用いて、この市場数値を計によってつくられる温室効果ガス排出の報告について炭素排出の報告について量をどのように算定（を用いて計算します（いて、この報告について市場で活動している企業は、市場数値数値を計
算します。

電力の報告について生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その場で活動している企業は、市場数値所は、確実に追跡される必要があります。その為に、企業はは、確実に追跡される必要があります。その為に、企業はに追跡システムが使用可能な市場で活動している企業は、市場数値される温室効果ガス排出の報告について必要が作成あり生じる温室効果ガス排出の報告についてます。その報告について為に、企業はに、企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのは追跡システムが使用可能な市場で活動している企業は、市場数値（  Tracking certificate  ）  を
行う必要があります。このようなシステムは、ヨーロッパではう必要が作成あ り生じる温室効果ガス排出の報告についてます。 この報告についてようなシス排出の報告についてテ ムは、 ヨー ロッパではで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その は Guarantees of Origin  、 アメリカで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その
Renewable Energy Certificates、その報告についてほかの報告について国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのは I-REC-certificates などが作成あり生じる温室効果ガス排出の報告についてます。

追跡システムが使用可能な市場で活動している企業は、市場数値シス排出の報告についてテムが作成使用いて計算します（可能な市場で活動している企業は、市場数値な市場で活動している企業は、市場数値で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その活動している企業は、市場数値している温室効果ガス排出の報告について企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そので生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その、もし、その報告についてシス排出の報告についてテムを使わない場で活動している企業は、市場数値合には、その企業には、その報告について企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その
は温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について排出の報告についての報告について残留混合には、その企業（  Residual mix  ）  を使い、市場で活動している企業は、市場数値で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その発生じる温室効果ガス排出の報告についてした温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についての報告について排出の報告について量をどのように算定（を算定す
る温室効果ガス排出の報告について必要が作成あり生じる温室効果ガス排出の報告についてます。

排出の報告について

ス排出の報告についてコープ２は、電力生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その時の温室効果ガス排出を算定範囲としているため、スコープ２には、の報告について温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について排出の報告についてを算定範囲としているため、スコープ２には、としている温室効果ガス排出の報告についてため、ス排出の報告についてコープ２には、 送電ロス排出の報告についてにお
ける温室効果ガス排出の報告について排出の報告についてやライフサイクをご覧ください。ルで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのの報告について排出の報告について（  Life-cycle emission  ）  は含まれません。ライフサイクルアセスメントに基まれません。ライフサイクをご覧ください。ルアセス排出の報告についてメントに基づいて決め
づいた排出の報告については、ス排出の報告についてコープ２で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのはなくス排出の報告についてコープ３の範囲となっています。もし企業が、風力エネルギーやソーラーエの報告について範囲としているため、スコープ２には、となっています。もし企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのが作成、風力エネルギーやソーラーエ
ネルギーの報告についてような再生じる温室効果ガス排出の報告について可能な市場で活動している企業は、市場数値エネルギーを購入により生じる温室効果ガス排出の報告についてする温室効果ガス排出の報告について場で活動している企業は、市場数値合には、その企業、その報告について企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのはゼロ・エミッションに貢献していると言えましている温室効果ガス排出の報告についてと言えまえま
す。

どの報告についてようなもの報告についてが作成ス排出の報告についてコープ２の報告について算定に含まれません。ライフサイクルアセスメントに基まれますか？

ス排出の報告についてコープ２は、温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についての報告について間接排出の報告について、すなわち、購入により生じる温室効果ガス排出の報告についてした電力や熱の消費の中で排出されたの報告について消費される国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めの報告について中で排出されたで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その排出の報告についてされた
温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についての報告についてことを算定範囲としているため、スコープ２には、としています。その報告について電力や熱の消費の中で排出されたの報告について購入により生じる温室効果ガス排出の報告については、自社が所持している事業のが作成所は、確実に追跡される必要があります。その為に、企業は持している事業のしている温室効果ガス排出の報告について事業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのの報告について
ための報告について購入により生じる温室効果ガス排出の報告についてなの報告についてか、自社が所持している事業のが作成管理している事業のための購入なのかということを企業は報告する必要している温室効果ガス排出の報告について事業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのの報告についてための報告について購入により生じる温室効果ガス排出の報告についてなの報告についてかということを企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのは報告についてする温室効果ガス排出の報告について必要
が作成あり生じる温室効果ガス排出の報告についてます。

目標設によってつくられる炭素排出量を用いて、この市場数値を計定

目標を設によってつくられる炭素排出量を用いて、この市場数値を計定したら、基づいて決め準年の１月に、発表された度の算定のための手段も考慮しつつ、目標の算定や過程の追跡のたの報告について算定の報告についてための報告について手段も考慮しつつ、目標の算定や過程の追跡のたも考慮しつつ、目標の算定や過程の追跡のたしつつ、目標の報告について算定や過程の追跡のたの報告について追跡システムが使用可能な市場で活動している企業は、市場数値の報告についてた



めに、どの報告について手段も考慮しつつ、目標の算定や過程の追跡のたが作成適切であるのかということを企業は明確にする必要があります。そこで、で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのある温室効果ガス排出の報告についての報告についてかということを企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのは明確にする温室効果ガス排出の報告について必要が作成あり生じる温室効果ガス排出の報告についてます。そこで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その、温室効果ガス排出の報告についてガ
ス排出の報告についてプロトコルは、どこで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのも使用いて計算します（可能な市場で活動している企業は、市場数値で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのある温室効果ガス排出の報告について市場で活動している企業は、市場数値数値の報告について使用いて計算します（を勧めています。めています。

企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのに対するさらなる奨励する温室効果ガス排出の報告についてさらなる温室効果ガス排出の報告について奨励

温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についてプロトコルは、企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのに、新しくて炭素排出の少ないエネルギー生産施設の増設を勧しくて炭素排出の報告についての報告について少ないエネルギー生産施設の増設を勧ないエネルギー生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その施設によってつくられる炭素排出量を用いて、この市場数値を計の報告について増設によってつくられる炭素排出量を用いて、この市場数値を計を勧めています。
めています。温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についてプロトコルの報告について 11.4 章では、どのようにすればこのことが可能になるかに関で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのは、どの報告についてようにすればこの報告についてことが作成可能な市場で活動している企業は、市場数値になる温室効果ガス排出の報告についてかに関しては、こちらのリンクをご覧ください。
して述べており、これがスコーべています。

---再生じる温室効果ガス排出の報告について可能な市場で活動している企業は、市場数値な電力の報告について生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その者から、長期間における電力購入の同意や契約を得ること。から、長期間における温室効果ガス排出の報告について電力購入により生じる温室効果ガス排出の報告についての報告について同意や契約を得ること。や契約を得ること。を得ること。る温室効果ガス排出の報告についてこと。
---生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その設によってつくられる炭素排出量を用いて、この市場数値を計備の築年数や種類に関するような、電気購入についての新しい基準を加えることの報告について築年の１月に、発表された数や種類に関するような、電気購入についての新しい基準を加えることに関しては、こちらのリンクをご覧ください。する温室効果ガス排出の報告についてような、電気購入により生じる温室効果ガス排出の報告についてについての報告について新しくて炭素排出の少ないエネルギー生産施設の増設を勧しい基づいて決め準を加えることえる温室効果ガス排出の報告についてこと。
EKOenergy の報告について電力は、持している事業の続可能な市場で活動している企業は、市場数値性に関する基準を満たすことができます。に関しては、こちらのリンクをご覧ください。する温室効果ガス排出の報告について基づいて決め準を満たすことができます。たすことが作成で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのきます。
---新しくて炭素排出の少ないエネルギー生産施設の増設を勧しい生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その力において、価格の一部は、再投資されること。この点について、温室効果ガスプの報告について一部は、再投資されること。この点について、温室効果ガスプは、再投資されること。この点について、温室効果ガスプされる温室効果ガス排出の報告についてこと。この報告について点について、温室効果ガスプについて、温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についてプ
ロトコルは EKOenergy's Climate Fund に関しては、こちらのリンクをご覧ください。して述べており、これがスコーべています。

用語集

炭素算定（  Carbon accounting  ）  :   温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についての報告について消費される国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決め量をどのように算定（を個別に算定すること。に算定する温室効果ガス排出の報告についてこと。

EKOenergy: エネルギーの報告についてための報告について国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決め際エネルギーエージェンシーの報告で分かる、電気の温室効果ガス排出の情報に基づく。）的で、非営利な、エコラベルです。このエコラベルはで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その、非営利な、エコラベルです。このエコラベルはな、エコラベルで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのす。この報告についてエコラベルは 30 か国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決め以上のの報告について
45 個の報告について環境ＮＧＯを先導しています。ＮＧＯを先導しています。を先導しています。しています。EKOenergy の報告についてラベル付きで売られるエネルギーは、信頼できる手段できで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その売られるエネルギーは、信頼できる手段でられる温室効果ガス排出の報告についてエネルギーは、信頼できる手段でで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのきる温室効果ガス排出の報告について手段も考慮しつつ、目標の算定や過程の追跡のたで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その
追跡システムが使用可能な市場で活動している企業は、市場数値で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのきます。（ダブルカウントはあり生じる温室効果ガス排出の報告についてません。）これは、持している事業の続可能な市場で活動している企業は、市場数値性に関する基準を満たすことができます。に関しては、こちらのリンクをご覧ください。する温室効果ガス排出の報告について基づいて決め準を満たすことができます。たし、再生じる温室効果ガス排出の報告について可能な市場で活動している企業は、市場数値エネル
ギーに関しては、こちらのリンクをご覧ください。する温室効果ガス排出の報告についてプロジェクをご覧ください。トの報告について為に、企業はの報告について資されること。この点について、温室効果ガスプ金を集めることができます。を集めることができます。める温室効果ガス排出の報告についてことが作成で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのきます。EKOenergy の報告についてエネルギーは全世界で使用可で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その使用いて計算します（可
能な市場で活動している企業は、市場数値で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのきます。こちらの報告についてリンクをご覧ください。もご覧ください。覧ください。ください www. ekoenergy.org

温室効果ガスプロトコルガスプロトコル  （  Greenhous Gas Protocol  ）  ：  温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について排出の報告について算定及び報告についての標び報告についての標報告についてについての報告について標
準化ガイドライン。ガイドライン。米国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めの報告について環境ＮＧＯを先導しています。シンクをご覧ください。タンクをご覧ください。 WRI（World Resource Institute）と、持している事業の続可能な市場で活動している企業は、市場数値な発展を目指を目指
す企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その連合には、その企業体であるで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのある温室効果ガス排出の報告について WBCSD（World Business Council for Sustainable Development）による温室効果ガス排出の報告についても
の報告についてで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのあり生じる温室効果ガス排出の報告についてます。

ライフサイクをご覧ください。ル排出の報告について量をどのように算定（（  Life-cycle emissions  ）  :  製品が市場に導入されてから、撤廃されるまでが市場に導入されてから、撤廃されるまで市場に導入されてから、撤廃されるまでに導入されてから、撤廃されるまで導入されてから、撤廃されるまでされてから、撤廃されるまで撤廃されるまでされるまでに排出の報告についてさ
れる温室効果ガス排出の報告についてすべての報告についてもの報告について。例えば、風車に関して言えば、風車のタービンの稼働による排出物も含め、風車の製品としえば、風車に関して言えば、風車のタービンの稼働による排出物も含め、風車の製品としに関しては、こちらのリンクをご覧ください。して言えまえば、風車に関して言えば、風車のタービンの稼働による排出物も含め、風車の製品としの報告についてタービンの報告について稼働による排出物も含め、風車の製品としによる温室効果ガス排出の報告について排出の報告について物も含め、風車の製品としも含まれません。ライフサイクルアセスメントに基め、風車に関して言えば、風車のタービンの稼働による排出物も含め、風車の製品としの報告について製品としとし
ての報告について寿命がつきて風車を撤廃する際に排出される物も含んでいます。が作成つきて風車に関して言えば、風車のタービンの稼働による排出物も含め、風車の製品としを撤廃する際に排出される物も含んでいます。する温室効果ガス排出の報告について際エネルギーエージェンシーの報告で分かる、電気の温室効果ガス排出の情報に基づく。）に排出の報告についてされる温室効果ガス排出の報告について物も含め、風車の製品としも含まれません。ライフサイクルアセスメントに基んで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのいます。

残留混合には、その企業（  Residual mix  ）  :   特定の消費者に割り当てられているの消費者に割り当てられている消費者に割り当てられているに導入されてから、撤廃されるまで割り当てられているり当てられている当てられているてられているの報告についてではなく、撤廃されるまでその消費者に割り当てられている他の消費者に残されの消費者に割り当てられている消費者に割り当てられているに導入されてから、撤廃されるまで残されされ
ている、撤廃されるまで送電中の電力のこと。もし、消費者が追跡システムによって発電の消費者に割り当てられている電力のこと。もし、消費者が追跡システムによって発電の消費者に割り当てられていること。もし、撤廃されるまで消費者に割り当てられているが市場に導入されてから、撤廃されるまで追跡システムによって発電システムによって発電に導入されてから、撤廃されるまでよって発電場で活動している企業は、市場数値所は、確実に追跡される必要があります。その為に、企業はが市場に導入されてから、撤廃されるまで証明されていない電されていない電
力のこと。もし、消費者が追跡システムによって発電を買った場合、その消費者は残差混合を得ます。買った場合、その消費者は残差混合を得ます。った場合、その消費者は残差混合を得ます。場に導入されてから、撤廃されるまで合、撤廃されるまでその消費者に割り当てられている消費者に割り当てられているは残差混合を得ます。残され差混合を買った場合、その消費者は残差混合を得ます。得ます。ます。 

追跡システムが使用可能な市場で活動している企業は、市場数値（  Tracking certificate  ）  :   追跡システムによって発電は残差混合を得ます。、撤廃されるまで電力のこと。もし、消費者が追跡システムによって発電に導入されてから、撤廃されるまで対するする ID-Card の消費者に割り当てられているようなもの消費者に割り当てられているです。電力は残差混合を得ます。送電網に導入されてから、撤廃されるまでよ
って追跡システムによって発電することが市場に導入されてから、撤廃されるまでできません。これは残差混合を得ます。、撤廃されるまで消費者に割り当てられているが市場に導入されてから、撤廃されるまで、好む企業や発電所から電力を得るむ企業や発電所から電力を得る企業や発電所から電力を得るや発電所から電力を得る発電所から電力を得るから電力のこと。もし、消費者が追跡システムによって発電を買った場合、その消費者は残差混合を得ます。得ます。ることが作成で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのきる温室効果ガス排出の報告についてと
いう保証が市場に導入されてから、撤廃されるまで無いのと同じことであります。しかし、どの企業がどいの消費者に割り当てられていると同じことであります。しかし、どの企業がどじことであり当てられているます。しかし、撤廃されるまでどの消費者に割り当てられている企業や発電所から電力を得るが市場に導入されてから、撤廃されるまでどの報告について発電場で活動している企業は、市場数値所は、確実に追跡される必要があります。その為に、企業はから送配電シス排出の報告についてテムを買った場合、その消費者は残差混合を得ます。通
して、撤廃されるまで電力のこと。もし、消費者が追跡システムによって発電を買った場合、その消費者は残差混合を得ます。得ます。た場合、その消費者は残差混合を得ます。かということを買った場合、その消費者は残差混合を得ます。記録する算定システムをつくるする算定の消費者に割り当てられているシステムによって発電を買った場合、その消費者は残差混合を得ます。つくることは残差混合を得ます。可能であります。ＭＷｈにつであり当てられているます。ＭＷｈにつに導入されてから、撤廃されるまでつ
き、追跡システムによって発電が市場に導入されてから、撤廃されるまで行えます。えます。 

ス排出の報告についてコープ      1      の報告について排出の報告について量をどのように算定（（  Scope 1 emissions  ）  : 温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についての報告について直接排出の報告について。企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのが作成所は、確実に追跡される必要があります。その為に、企業は持している事業のする温室効果ガス排出の報告について施設によってつくられる炭素排出量を用いて、この市場数値を計で生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その直接排出の報告についてさ
れたり生じる温室効果ガス排出の報告について、企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのが作成所は、確実に追跡される必要があります。その為に、企業は持している事業のする温室効果ガス排出の報告について車に関して言えば、風車のタービンの稼働による排出物も含め、風車の製品としから排出の報告についてされたり生じる温室効果ガス排出の報告についてする温室効果ガス排出の報告について温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について 。

ス排出の報告についてコープ      2      の報告について排出の報告について量をどのように算定（（  Scope   2   emissions  ）  :温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についての報告について間接排出の報告について。購入により生じる温室効果ガス排出の報告についてした電力や熱の消費の中で排出されたの報告について消費される国において、電力生産により生じる温室効果ガス排出量に基づいて決めの報告について中で排出されたで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その排
出の報告についてされた温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について。

ス排出の報告についてコープ     3     の報告について排出の報告について量をどのように算定（（  Scope   3   emissions  ）  : ス排出の報告についてコープ２に含まれません。ライフサイクルアセスメントに基まれない、その報告について他の温室効果ガスの間接排出。の報告について温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告についての報告について間接排出の報告について。
その報告について企業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのが作成所は、確実に追跡される必要があります。その為に、企業は有または管理をしていない排出源から発生する温室効果ガス。例えば、購入原材の生産、送配または管理している事業のための購入なのかということを企業は報告する必要をしていない排出の報告について源から発生する温室効果ガス。例えば、購入原材の生産、送配から発生じる温室効果ガス排出の報告についてする温室効果ガス排出の報告について温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について。例えば、風車に関して言えば、風車のタービンの稼働による排出物も含め、風車の製品としえば、購入により生じる温室効果ガス排出の報告について原材の生産、送配の報告について生じる温室効果ガス排出の報告について産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その、送配
電ロス排出の報告について分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、そのの報告について発電、廃する際に排出される物も含んでいます。棄物も含め、風車の製品としの報告について処理している事業のための購入なのかということを企業は報告する必要、従業が電力を、自分たちで生産するのではなく、どこからか購入しています。しかし、企業は、その員の通勤などの際に発生する温室効果ガス。の報告について通勤などの際に発生する温室効果ガス。などの報告について際エネルギーエージェンシーの報告で分かる、電気の温室効果ガス排出の情報に基づく。）に発生じる温室効果ガス排出の報告についてする温室効果ガス排出の報告について温室効果ガス排出の報告についてガス排出の報告について。


